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Case Studies of Sympathetic Interaction 
in Playing with Physical Contact （Fureai Asobi）：
One-year-olds and Childcare Workers
Aki Endo
Department of Education, School of Letters
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya 663-8558, Japan
Abstract
This study aimed to clarify sympathetic interaction in playing with physical contact（fureai asobi） between 
one-year-olds and childcare workers. Specific cases were used to investigate which types of games with one-
year-olds stimulated empathetic interaction. The childcare workers communicated their enjoyment of the 
play to many children, helped them to actively participate, and, to aid active participation, immediately read 


























1）1 ～ 2 歳児の発達特性



























の相互作用が必要となる .Condon & Sander（1974）6）は赤ちゃんの身振りが母親の発話に同期することを
示したが， Konvalinka et al.（2011)7）は，こうした同期はだれとでもすぐに起こるわけではなく親しい間
















大学生 4 名を対象に，「あんたがたどこさ」の手遊びを一人で行う時と 3 人で向かい合って行う時の，
額と鼻頭の皮膚表面温度をサーモグラフィによって測定し，遊びの状況による温度変化を比較した．筆



































































観察は筆者を含む 3 名で行い，ビデオ 2 台を設置し，遊びを記録した．分析は，ビデオを再生し，上





能であった 8 名（以下 A 児などと記載する）である．保育者のふれあい遊びの中での快の感情を基盤と
した共感的相互作用の事例を挙げて以下検討を加える．
2　保育者との遊びの流れと共感的相互作用










　保育者に近寄った C 児に「ごろんして」と声をかけ寝かせた．近くにいた A 児が C 児と保育者の近くに寝
転ぶと，二人の間に B 児が「B ちゃんも」と入ってきた．近くで座っていた D 児にも声をかけて寝かせ，そ















































保育者に向けているが，G 児は頭を保育者に接近させていた．保育者は G 児の身体の向きを調整する
ために，頭と足の方向転換をさせようと抱きかかえた時，隣にいた B 児は G 児が横に入れるよう身体












　膝の上に乗っていなかった C 児は保育者が A 児・B 児・E 児 3 人を膝上に載せてもらっている遊びをじっ
と見つめていた．保育者が「バスにゆられてく，ゴーゴー」に合わせて，手の動きを付けている．「3・2・1」
の掛け声のあと保育者が 3 人を抱えて傾けたことを見て，C 児も一緒に動きをまねて身体を傾けた．やり
たい気持ちを表情に表し，遊びの終わりを待って「C ちゃんも」と保育者に言葉で伝えていた．
●要求を伝える










C 児は，A 児・B 児・E 児 3 人と保育者との遊びを見ていた．3 人が保育者に遊んでもらっている遊
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“Education morale, civique et patriotique” in Vichy France
OTSU Takashi
Department of Early Childhood Education, Junior College Division
Mukogawa Women’s University
Abstract
During the period of Vichy (1940-1944), the educational system was reformed according to the slogan, 
“Travail, Famille, Patrie”, and “Révolution nationale”. In elementary schools “instruction morale et 
civique” of the third republic was replaced “Eduation morale, civique et patriotique”. Originally, the gov-
ernment decided that it could include “religious education” in public elementary schools, but the Minister of 
public education, Carcopino, made a new law and forbade religious education in the schools.  Many new 
textbooks were pubished in this period. The contents were similar to those of the first period of the third re-
public, although Phillipe Pétain attacked the spirit of third republic.
はじめに
1939 年 9 月 1 日にドイツはポーランドに侵入し，9 月 3 日にはフランスはドイツに対して宣戦布告
する．1940 年 5 月にはドイツ軍が一斉攻撃をかけ，6 月 14 日にはパリに入城する．
ペタン（Phillipe Pétain, 1856-1951）はドイツとの休戦を主張する．フランスはパリを含む「占領地帯」と
「自由地帯」に分割される．6 月 17 日にはボルドーに移っていた議会はペタンに政権をゆだねる決議を
する．6 月 22 日に休戦協定が調印された．パリを含む国土の 5 分の 3 はドイツ占領下におかれ，フラ





ペタンは 1940 年 6 月 17 日には「祖国の伝統に対する信仰に従うしかないゆえ…すべてのフランス人
は政府の周囲に集合する．」2）と訴える．6 月 25 日には「未来にむけて…新たな秩序をつくりあげること」
「知的，道徳的再建」の必要性を主張し，これまでは「享楽の精神」3）であったとらえ，第三共和政期を「個
人主義」の時代と批判的に位置づける．カトリシズムを思想的な支柱におく．
ラヴァル (Pierre Laval, 1883-1945) らによって新憲法が審議されていく．1940 年 7 月 10 日の憲法的法








廃止していくことになる．しかし，フランスは国土の 5 分の 3 を失っている．
「占領地域」においては「ヒトラー総統と軍の最高司令官により権限を授与されたフランス軍」による使
用禁止手引書（manuels, 「教科書」と訳すこともできる）目録が 1940 年 8 月 30 日のオルドナンスによって，





























新たな精神にもとづいた初等教育改革の必要も述べている．後述する 1940 年 12 月 5 日の官報告示の教
育プログラムも掲載されている．「なぜシュヴァリエ氏は神を道徳のなかに再導入したのか？」と述べ国
民への周知をはかっている 18）．ホールズによると，「道徳改革」にもっとも影響力があったプロパガン
ダは映画であり，1941 年の映画館入場者数は 2 億 2480 万人にのぼったという．この時代，多くのフラ
ンス人は週に 1 度は映画をみていた 19）．また，学校教育に映画をとりいれようと政府としても考えて
いた 20）．実際に理科学習における自然現象や地理学習における各地の状況に関する映画もつくられて






























さらに，公立学校における宗教教育の復活が企てられた．1940 年 9 月 3 日には，1904 年 7 月 7 日の
法律（修道会による教育の禁止）が廃止されていた．教会側はカテキスム書の必要性をはやくも主張しは
じめる 26）．また，第三共和政期に手引書から一時期消えた「神」などの語句を再び手引書に取り入れよ
うとした 27）．さらに，1941 年 1 月 6 日の法律（大臣の名前をとってシュヴァリエ法といわれる）で小学
校における宗教教育（カテキスム）が選択科目として認められ，私立学校への公費助成も可能になった．
司祭が公立小学校にはいることも可能になった．宗教教育は司祭でしか担当できないことが多かった．
しかし，国民教育大臣ジャック・シュヴァリエ（Jacques Chavalier, 1882-1962, 在職 1941.12.13 ～
1942.2.23.）のこのような政策が反教権派の反感をかったことは確かであり，1941 年 2 月 23 日には国民
教育大臣を解任される．
シュヴァリエのあとに国民教育大臣 28）となるのが，ジェローム・カルコピーノ（Jérôme Carcopino, 
1881-1970，在職 1941.2.24-1942.4.18.29）である．シュヴァリエの時代に導入された私立学校への公費援助











1941 年 8 月 15 日の法律（カルコピーノ法）第 1 条で小学校は第 1 サイクル（CP, CE,CM）と第 2 サイク
ル（2 年間）に分けられ，翌 8 月 16 日の省令で学習プログラム 33）が出される．なお，同法で高等小学校
は廃止され，現代コレージュ・技術コレージュとなる（5 条）．その点はヴィシー政権解体後にも影響を
及ぼすところとなった．1940 年の学習プログラムよりカルコピーノ法の影響下にある 1941 年 8 月に出
されたものがよりヴィシー政権崩壊にいたるまでより長期にわたって実効性があったと考えられるゆ
え，以下に 1941 年版を検討する．
いずれの学年も「道徳・市民・愛国教育（Education morale, civique et patriotique」が週 1 時間，「宗教教















































委員会（Comission de la révision des manuels scolaires）」が招集され，ナショナリズムに妥協がゆるされな













































































1943 年 4 月 12 日にラヴァルは文部大臣の権限で手引書を発行禁止にできるという政令 70）をさらにだす
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は．Emanuel Lefèvre, L’enseignement morale à l’ecole primarei sous le front populaire et vichy, thèse paris V, 2007. があ
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A Study on Time of Art Expression:
The Concept of Japanese “MA” Framed by Takahiko Iimura
Tatsuya Fujii
Department of Education， School of Letters
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya 663-8558, Japan
Abstract
Artists face the elements of “time and space” in the creative process. Takahiko Iimura(1937-) has been a 
pioneer artist of Japanese experimental films and video clips. He dedicated his life to searching for “time” of 
art work. “MA: Space/Time in the Garden of Ryoan-Ji” was completed as a joint work by Takahiko Iimura 
and Arata Isozaki. He said that Bergson’s “durée” is closer to the concept of time in the East， which regards 
time as duration rather than a divisible unit. If one regards the concept of Japanese “MA” as an indivisible 
state of time and space， it can be said to have a common ground with Bergson’s “durée”.
はじめに
筆者はこれまで美術家として，時と対峙してきた．静止した絵画でさえその画面構成のなかに多様な





































『TIMING 1，2，3，4』・『TIME LENGTH 1，2，3，4』など複数のフィルムが集約された『MODELS リール，































































程よい緩慢さに調整された．カメラは左（東）から右（西）へと移動しながら，5 群 15 個の石をなぞって
いく．構成は以下の通りである．
①固定ショット（廊下東端から望む全景），②言葉 1（磯崎新による詩．映像では英文）「間 庭は瞑想の
ための 装置である 空白を感知せよ 静寂の声を 聞け 空虚の浸透を想え」（改行は便宜上一文字分の空白
に置き換えている．），③左から右への移動ショット（望遠レンズ），④言葉 2「物ではなく その間に生ま
れる 距離を 音ではなく それが埋め残した 休止部分を 感知せよ」，⑤左から右へのショット（標準レン
ズ），⑥ 5 群の石へのズーミング（計 5 回），⑦言葉 3「地面に置かれた 石は シュミセンのある 島なのだ
ろうか 白砂は それをこの世界から 隔てている 大海なのだろうか」，⑧ 左から右へのショット（広角レ
D09141_69001815_3藤井達矢.indd   23 2017/03/16   18:42:04
（藤井）
－ 24 －












































































広角撮影時にはさらに速度を上げるという手法であった．1 回目の望遠での移動ショットは 223 秒，2




































映像のみならず 1970 年『ペーパー・フィルム No.1 16 秒 16 コマ』と『ペーパー・フィルム No.2 フレー
ムの間』という，B4 の 400 字詰め縦書き原稿用紙一枚の一桝一桝をフィルムのコマに見立ててドローイ
ングを行った作品も存在する．これらは決して映画のためのイメージスケッチや制作ノートのようなも
のではなく，あくまでも原稿用紙に書かれた（描かれた）映画であった．前者には 1 ～ 24 のコマを表す











































































































































 1) 4K ＝フルハイビジョンの 4 倍の画素数（画面解像度）．4K テレビでは横 3,840 ピクセル×縦 2,160 ピクセルと
なる．
 2) 16mm シネマカメラ＝ 16 ミリフィルムを装着して動画を撮影するためのカメラ．
 3) ブックレット『MA/ 間 A Japanese Concept』飯村隆彦映像研究所，2005 年，p.1（第 30 回日本映像学会 2004 年東
京工芸大学において講演） 
 4) アンリ・ベルクソン， 『意識に直接与えられたものについての試論』（合田正人・平井靖史訳）筑摩書房，2002 年，
p.115
 5) ジョルジュ・フリードマン， 『技術と人間』（天野恒雄訳）サイマル出版会，1973 年，p.75
 6) 華厳経＝釈迦が成道した悟りの内容を表明した経典．華厳宗は中国唐代に大成され，日本には 736 年に伝えら
れたとされる．奈良東大寺の創建で広まった．
 7) 飯村隆彦，『映像実験のために』，p.304 
 8) デジタル変換＝アナログの電気信号をデジタルの電気信号に変換すること．ここでは，フィルムに記録された
アナログ動画を読み込んでデジタル動画へと変換することを指している．
 9) カタログ『飯村隆彦のメディア・ワールド（Ⅱ）』キリンプラザ大阪，1993 年，p.35

























小林秀雄，『小林秀雄全作品別巻 1 感想 上』新潮社，2005 年
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Logical Thinking in Development of Cooperativity in Early Childhood: 
Focusing on The Developmental Process of 5-year-olds
Tomoko Fujitani
Department of education, School of Letters
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya 663-8558, Japan
Abstract
The development of logical thinking ability can be seen with the development of cooperativity (cooperative 
ability) in early childhood. These abilities develop mutually associated together while children are playing. 
This paper examines the relation between the development of logical thinking and that of cooperation by ana-
lyzing the episode records of 5-year-olds. With appearance of cooperative viewpoints, thinking about rules of 
play developed into logical thinking, in which children express their own hypotheses and ideas, and see oth-
ers’viewpoints. This development of logical thinking ability promotes the development of metacognition in-
cluding reflection, and it also becomes the foundation of learning in elementary school.















































立大学附属幼稚園 45 園の 2012 年度紀要に掲載された事例から，幼児の生活や遊びの中で論理的な思考






































認知 (proto-metacognition)（Larkin,2010）7）と捉え，その諸相を，メタ記憶 (metamemory)，メタ認識 (meta-



























































































方法は，以下のとおりである．2012 年度，阪神間の K 市の公立幼稚園において，各クラスの担任の
先生に 3 名の園児を対象として，縦断的に協同性に関するエピソードを記述していただいた．今回，分
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・エピソード例 1　　　2 学期　第 14 期　　事例 162
予定よりスムーズに朝の挨拶やお休み調べが終わったので，次の活動まで時間ができた．そこで，何
をして遊びたいか，子どもたちで決めるよう促した．a 児が「スキップジャンケンしたい」と言った．す
ると J 児が「それこの前やったから，前決めた時，2 番目に多かったジャンケン列車がいい」と言った．
B 児が「いやや，フルーツバスケットがいい」と言った．J 児が「じゃあ，多数決で決めよう，ジャンケ
ン列車がいい人 !」と言うと，子どもたちが「はーい」と手を挙げた． C 児が人数を数えて「7 人や」と言っ






・エピソード例 2　　　3 学期　第 15 期　　事例 252
ドッジボールをし，O 児は内野にいた．ボールが O 児のチームの外野に行き，a 児と b 児でボールの
取り合いになった．その様子を内野から見ていた O 児は「今のは a ちゃんやで !」と言った．すると相手
チームの内野にいた d 児が「ちゃうで，今のは b 君やで」と言った．O 児は「ちゃうで ! O みてたもん．手，
a ちゃんの方が 中やもん」と言い，d 児は再び「ちゃうで !」と言った．a 児と b 児は 2 人ともボールから
手を離さずに，O 児と d 児が話している様子を見ていた．教師が「今のどっちやろな ?」と言うと，e 児
が「O ちゃんは a ちゃんやって言ってて，d 君は b 君やって言っているねん．僕はどっちかわからへん
ねんけど」と話した．教師が「そうか，どうする ?」と問い掛けると，O児は「早くしないと時間無くなるで !」
と言った．すると e 児は「a ちゃんと b 君ジャンケン !」と言った．O 児も「ジャンケンして !」と言った．






































































































































（1）規則性 3 1 10 4 11 5 1 3
（2）比較・分類 3 2 2 1
（3）全体部分 1 2 1
（4）因果関係 2 4 1 7 2
（5）アイデア・仮説 1 4 1 14 1 15 1
（6）他者視点 2 5 4 3 11 3





いての基本的な 理念や方針の設定 ，③教育活動の目標や内容・ 方法の具体化， ④日々の教育・経営活

































 3） Lillard，A.S., Chapter11 The development of play, in L.S.Liben, & U.Müller(Eds.), Handbook of Child Psychology and 
Developmental Science, Vol.2, John Willey & Sons.,pp.425-468(2015)
 4） カミイとデブリース　稲垣佳代子訳　ピアジェ理論と幼児教育，チャイルド本社（1980）
 5） 内田伸子・津金美智子 ,　乳幼児の論理的思考の発達に関する研究―自発的活動としての遊びを通して論理的
思考力が育まれる―，保育科学研究，第 5 巻 ,131-139(2014)




 7） Larkin,S., Metacognition in Young Children, Routledge（2010）
 8） Chatzipanteli,A.,Grammatikopoulos,V.,&Gregoriadis,A., Development and evaluation of metacognition in early childhood 
education, Early Child Development and Care, Vol.187,No.8,1223-1232 （2014）






12） 藤谷智子，幼児期の協同性の発達過程と支援（1）－ 3 歳児の発達過程に注目して－，日本教育心理学会第 56 回
総会論文集 ,PA053（2014）
13） 藤谷智子，幼児の協同性の発達過程と支援（2）－ 5 歳児の発達過程と発達支援に注目して－，日本発達心理学
会第 26 回大会論文集 ,P6-83（2015a） 
14） 藤谷智子，幼児期の協同性の発達過程と支援（3）－ 5 歳児のエピソードに見るメタ認知的活動と協同性への支
援－，日本教育心理学会第 57 回総会論文集 ,　PB071（2015b）
15） 前掲 5）内田伸子・津金美智子 (2014)
16） 前掲 5）内田伸子・津金美智子 (2014)
17） 前掲 6）藤谷智子（2011）
18） 勅使千鶴・亀谷和史・東内瑠里子，「知的な育ち」を形成する保育実践，新読書社（2013）
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Development and evaluation of an online ethical review system
Ippei Takenaka, Ken’ichi Matsumura, Rimika Hanba, Takehiro Tamaki and Masami Nagaoka
Department of Psychology and Social Welfare, School of Letters
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya 663-8558, Japan
Abstract
This paper describes the development and evaluation of an online ethical review system to enable smooth 
application for ethical review of research. This system was designed using three policies.1） This system 
automated most of the routine office tasks of ethical review such as accepting an application and contacting 
users.2） This system centralized information relating to ethical review.3） This system limited presented 
information. For example, student users were not shown the reviewer’s menu or review items not necessary 
for them. Undergraduates, graduates, and faculty members completed a questionnaire, wherein the user was 
asked about the user friendliness of this system by means of the Questionnaire for Evaluating Web Usability 
(Nakagawa, Suda, Zempo, & Matsumoto, 2001）. The results showed that this system was almost as user 

























































学科」と省略する） の研究倫理審査の手続きを Fig. 1 に示す．提出された申請書は，まず審査者 2 名に
よる個別審査によって審査される．2 名ともが研究倫理上の問題がないと判断した場合は，学科研究倫




















































































































する．審査結果が「条件付承認」の場合には，⑦ -1 から⑦ -4 までの処理が追加される．また，審査結果
が「再申請勧告」「非該当」となった際に疑義申出がなされた場合，⑧ -1 から⑧ -4 までの処理が追加される．
当システムが導入されない場合，事務担当者は，（5）で示した条件充足の確認と承認及び合議審査資
料の準備 （Fig.1 において二重線の枠で示した段階）の 2 段階以外に，申請書の受付 （Fig.1 における「申
請書の提出」段階） や個別審査の依頼 （同「審査者による個別審査」段階），審査結果の通知 （同「審査結果





システムの実装にあたり，開発は株式会社 NSD に委託した．使用した言語は Java，データベースは





















































2016 年 4 月 21 日から研究倫理審査の受け付けを開始した．2016 年前期中は 7 月 15 日まで申請を受

















調査時期　2016 年 7 月中旬～下旬であった．
調査対象者　当システムを利用する可能性の高い心理・社会福祉学科 3,4 年生 391 名，大学院臨床心
理学専攻院生 43 名，心理・社会福祉学科教職員 30 名を対象に調査を依頼した．このうち，大学生 67
名 （平均年齢 20.9 歳），大学院生 11 名（平均年齢 22.8 歳），教職員 14 名（平均年齢 47.3 歳）の計 92 名か
ら回答を得た．回収率はそれぞれ 17.1%，25.6%，46.7% であった．









を「1 ～ 2 回」「3 ～ 5 回」「6 ～ 10 回」「11 回以上」の選択肢を用い，単一回答形式で尋ねた．④当シス
テムの使い勝手について，ウェブサイトユーザビリティアンケート 4）によって測定した．当尺度は，ウェ
ブサイトの使い勝手について，好感度，役立ち感，内容の信頼性，操作の分かりやすさ，構成の分かり
やすさ，見やすさ，反応性の 7 下位尺度によって測定するものであった．下位尺度ごとに 3 項目からな
り，合計 21 項目であった （Tabel 1）．使用した選択肢は「全くそう思わない」から「大変そう思う」までの
5 件法であった．⑤当システムの改善点について，自由記述形式で尋ねた．













































































































































































80% を占めていた （Fig.5）．知っていた回答者のうち，ログインしたことがある回答者は約 60% であっ
た（Fig.6）．ログインしたことがある回答者のうち，その回数が 11 回以上の回答者が最も多く，僅差で
1 ～ 2 回の回答者が続いた （Fig.7）．なお，ログインしたことがある回答者の多くは，大学生と教職員
であった （Fig.8）．以降の分析は，「ログインしたことがある」回答者 45 名に限定して行った．
尺度構成　ウェブサイトユーザビリティアンケートの各項目について，「全くそう思わない」から「大
変そう思う」までを 1 点から 5 点と得点化し，各項目の平均値と標準偏差を算出した （Table 1）．下位尺
度ごとにα係数を算出したところ，好感度，内容の信頼性，操作の分かりやすさ，見やすさ，反応性に
関しては，いずれも .70 以上であり信頼性は十分であった．構成の分かりやすさは .60 とやや低かった．
役立ち感は .43 と低く，信頼性が確認されなかった．そのため，役立ち感を除く 6 下位尺度について各
項目の得点を平均し，尺度得点とした．
ユーザビリティに関する評価　役立ち感を除いた 6 下位尺度の平均値について，理論的中間点である
3 との差を t 検定によって比較した（Fig.9）．分析の結果，内容の信頼性（t（44）＝ 8.18, p < .01），構成の
分かりやすさ（t（44）＝ 5.44, p < .01），見やすさ（t（44）＝ 2.60, p ＝ .01），反応性（t（44）＝ 6.69, p < .01）は，
いずれも理論的中間点よりも有意に平均値が高かった．操作の分かりやすさは有意傾向であるものの（t
















行研究 5）において，認知度の高い 6 サイト （情報探索系，情報検索系，相互取引系のサイト各 2 つずつ） 
について得られた評価は，内容の信頼性が 3.75 （標準偏差 0.50，以下同様），操作のわかりやすさが 3.60 







































URL: http://www.lifescience.mext.go.jp/files/pdf/n1443_01.pdf　（アクセス日：2016 年 9 月 14 日）
 2） 日本心理学会　日本心理学会倫理規程　（2011）
URL: http://www.psych.or.jp/publication/inst/rinri_kitei.pdf　（アクセス日：2016 年 9 月 14 日）
 3） 日本社会福祉学会　研究倫理指針　（2004）
URL: http://www.jssw.jp/conf/62/ethics.html　（アクセス日：2016 年 9 月 14 日）
 4） 仲川 薫・須田 亨・善方 日出夫・松本 啓太　ウェブサイトユーザビリティアンケート評価手法の開発　（2001）
URL: https://u-site.jp/wp-content/uploads/his_10th_paper.pdf　（アクセス日：2016 年 9 月 14 日）
 5） 同上
 6） 文部科学省　研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン　（2014）　http://www.mext.
go.jp/b_menu/houdou/26/08/__icsFiles/afieldfile/2014/08/26/1351568_02_1.pdf　（アクセス日：2016 年 9 月 14 日）
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Development of the Aggression Questionnaire（AQS） for Junior high school students
Takehiro Tamaki
Department of Psychology and Social Welfare, School of Letters 
Mukogawa Women’s University
Abstract
The objective of this study was to develop a questionnaire which allows measurement of both expressive 
and inexpressive aggression in students of middle schools. We surveyed the reliability and relevance of this 
questionnaire. This survey with 1,683 students from the first grade to the third grade of middle schools was 
also aimed at clarification of factor structure and internal consistency. In order to ensure the reproducibility, 
516 students who previously took this survery were again enrolled in this survey 3 months after the first 
participation. Results of analysis proved that this survey indeed clarified two factors, expressive and 
inespressive aggression, and provided sufficient reliability and internal consistency.
Next, we asked class teachers to nominate 495 students who have typical characteristics of either type of 
agression in order to investigate the relevance of this questionnaire. The survey results corresponded with 
nomination by teachers, which suggested high relevance of this questionnaire. This questionnaire was proved 
to have high reliability and relevance for measuring expressive and inexpressive aggression.
問　題
攻撃性は，これまで数多く研究がされてきた．この中で，子どもを対象とした研究では，学齢期前で
は攻撃行動を示す子どもは注目され，仲間集団において高い地位が与えられた （Bukowski,Sippola, & 
Newcomb, 2000）．しかし，学齢期に入ると，学齢期前の状況とは異なり，攻撃的な子どもは仲間から
嫌われるようになった （Coie & Dodge,1998）．このように，攻撃性は年齢が高くなるにつれ，友人関係
を悪化させる要因となり社会的に不適応になる可能性がある．そのため，小中学生の研究が重要である．
文部科学省の調査によると，小中学生の暴力行為発生件数は，平成 26 年度において，54,242 件（文部科
学省，2015）であった．この中で，中学校における暴力行為発生件数が際だって多い．平成 26 年度の中





て，有害な刺激を与えようと試みる行動 （Buss & Durkee, 1957）の観点からとらえられることが多く，攻
撃行動を中心に研究が進められてきた．このため，攻撃性については，敵意や怒りなどの認知や感情の
側面に焦点を当てた研究は少数であった．また，Berkowitz（1962）のように，攻撃と敵意とが同意語と




















段（道具）として用い，自分の望みを叶えようとすることである （Dodge & Coie,1987）．この 2 つの攻撃
性は，攻撃を行う目的や攻撃方法は違うが，他者を攻撃するというところは同じであり，攻撃行動を表
出している．しかしながら，これらの攻撃性は，怒りと攻撃行動は重視しているが，敵意についてはあ












これまでの攻撃性を測定する質問紙について，成人用では Buss & Durkee（1957）が作成した，Buss-
Durkee Hostility Inventory（BDHI）があり，小学生用では Jacobs,Phelps, & Rohrs,（1989）が作成した
Pediatric Anger Expression Scale などがある．BDHI は，暴力（Assault），間接的敵意（Indirect Hostility），
短気（Irritability），ネガティビズム（Negativism），恨み（Resentment）, 猜疑心（Suspi-cion）， 言語的敵意














日本版 Buss-Perry 攻撃性質問紙（Buss-Perry Aggression Qusetionnaire, BAQ）が標準化された．そして，こ
の質問紙をもとに，中学生用攻撃性質問紙（Hostility Aggression Questionnaire for Students, HAQ-S; 嶋田・
神村・宇津木・安藤，1998），小学生用攻撃性質問紙（Hostility Aggression Question-naire for Children, 
HAQ-C; 坂井・山崎・曽我・大芦・島井・大竹，2000）が標準化された．これらの質問紙は，攻撃性を
言語的攻撃（verbal aggrssiion），身体的攻撃（physical aggrssion），敵意（hos-tility），短気（anger）の 4 つの
側面から測定している．これらの 3 つの質問紙は，同じ尺度構成で統一して作成されているが，その信
頼性の高さは等しくない（山崎他，2001）．3尺度における 4因子のα係数について見てみると，BAQは .70
～ .78，HAQ-S は .71 ～ .80，HAQ-C は .65 ～ .80 となり，低い値を示す因子もある．そこで，より精度
の高い質問紙を作成するため，山崎・坂井・曽我・大芦・島井・大竹（2001）が， HAQ-C をもとに再度
分析を行った結果，小学生用攻撃性質問紙（Hostility-Aggression Questionnaire for Children,（HAQ-C）を作
成した．分析の結果，4 因子を表出性攻撃と不表出性攻撃の 2 因子に集約し， α係数も全体で表出性攻












て，反応的攻撃と道具的攻撃との相関は、先行研究で .70 以上を示す （Poulin & Boivin 2000a: Poulin & 
Boivin, 2000b; Vitaro, Gendreau, Tremblay, & Oligny, 1998） ことから，攻撃性の仮説概念において類似して










調査対象者は，中学校 1 年生から 3 年生 1810 名を対象に調査を行った．未記入の回答などを除外し
た結果，1683 名（男子 909 名，女子 774 名）を分析対象とした．各学年の人数は，1 年生 565 名（男子
309 名，女子 256 名），2 年生 552 名（男子 305 名，女子 247 名），3 年生 566 名（男子 295 名，女子 271 名）
であった．なお，再調査は，本調査を行った評定者ならびに被評定者の一部を対象として行われた．
2）質問紙ならびに実施手続き
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本研究で使用した質問紙は，小学生用攻撃性質問紙（山崎他 ,2001）で分類された表出性攻撃項目 8 項






























て，主因子法による探索的因子分析を行った．因子構造を検討したところ，第 3 因子までが固有値 1 以
上を示した．それぞれの固有値は，第 1 因子 4.69，第 2 因子 2.38 そして第 3 因子 1.13 であった．第 1，
第 2 因子の固有値に比べて第 3 因子の固有値は低かった．寄与率は第 2 因子までで 44.17% を示した．
次に，男女別に主因子法による探索的因子分析を行った．その結果，男女とも第 3 因子までが固有値 1
以上を示した．第 1 因子から第 3 因子までの男子の固有値については，順に 4.58，2.36，1.20 であり，
女子の固有値については，順に 4.94，2.31，1.07 であった．男女とも第 1，第 2 因子の固有値に比べて
第 3 因子の固有値は低い値を示した．また，寄与率は男女とも第 2 因子までで 40% 以上を示した（男子
43.34%，女子 45.28%）．
さらに，発達差について検討するために，学年ごとでも主因子法による探索的因子分析を行った．そ
の結果，学年ごとでも第 3 因子までが固有値 1 以上を示した．学年ごとの第 1 因子から第 3 因子までの
固有値は，1 年生については順に 4.96，2.42，1.02，2 年生については順に 4.53，2.65，1.31，3 年生
については順に 4.49，2.15，1.14 であった．寄与率については全ての学年において第 2 因子までで 40%
以上を示した（1 年生 46.14%，2 年生 44.84%，3 年生 41.50%）．以上の固有値の変化および寄与率から
考えて，本質問紙は 2 因子構造であると考えられる．
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そこで，因子数を 2 として promax 回転を行った．因子パターンは，項目内容から全体，男女とも第
1 因子が表出性攻撃，第 2 因子が不表出性攻撃と解釈された．また，第 1 因子と第 2 因子で男女で異な
る項目は見られなかった．したがって，本質問紙は，男女共通の因子構造を持った質問紙であることが
確認された．Table 2 には，全体ならびに男女ごとの因子負荷量、寄与率および因子間相関を示している．
尺度項目の選択基準は，（1）当該因子の因子負荷量が .450 以上である，（2）当該因子以外の因子に .300
以上の因子負荷量がない，（3）当該因子と当該因子以外の因子負荷量の差が .300 以上ある項目，（4）共
通性が .200 以上のある項目とした．まず，全体で基準を満たした項目は，第 1 因子で 7 項目，第 2 因
子で 6 項目であった．次に，男女別でも同様に分析を行った．その結果，全体と同様の結果が得られた．
第 1 因子では，7 項目が項目選択基準を満たしたが，第 2 因子と項目数を合わせるために上位 6 項目
を選択した．このことから，本質問紙の因子的妥当性が確認され，表出性攻撃ならびに不表出性攻撃の
2 下位尺度，各 6 項目，全 12 項目からなる質問紙が確定した．
Table 2.　因子分析における因子負荷量
項目番号 F 1 F 2
13 .872（ .873/ .872） -.152（-.179/-.145）
10 .856（ .831/ .886） -.176（-.187/-.187）
6 .630（ .588/ .644） .097（ .138/ .072）
15 .580（ .563/ .530） .040（ .029/ .119）
2 .558（ .546/ .540） .101（ .128/ .088）
7 .500（ .424/ .546） .016（ .082/-.034）
12 .459（ .515/ .509） .176（ .149/ .127）
16 .436（ .475/ .440） .215（ .153/ .244）
14 .006（-.009/ .061） .697（ .710/ .659）
9 -.017（ .031/-.024） .681（ .659/ .688）
4 -.055（-.079/-.022） .641（ .691/ .586）
3 .057（ .092/ .047） .589（ .593/ .564）
11 .120（ .142/ .099） .508（ .453/ .568）
5 .020（ .016/ .059） .478（ .463/ .471）
8 .017（ .039/ .024） -.418（-.404/-.458）










まず，調査対象者全体のモデル適合度は，GFI = .98，AGFI = .97，NFI = .98, RMSEA = .04 となり，高い
モデル適合度が示された．次に男女ごとに確証的因子分析を行った．その結果，男子のモデル適合度は，
GFI = .97，AGFI = .95，NFI = .95, RMSEA = .05，女子のモデル適合度は，GFI = .97，AGFI = .96，NFI = 









女ごとに示されている．全体のα係数は，表出性攻撃では .82 であり，不表出性攻撃では .78 といずれ
も高い値を示した．また，男女で分析を行った結果でも高い値を示した （.78 ～ .82）．










項目番号 影響係数 項目番号 影響係数
13 .90 14 .78
10 .87 9 .73
6 .57 4 .66
15 .53 3 .50
2 .46 11 .44
7 .45 5 .45
Table 4.　α係数ならびに再検査相関係数
攻撃性 α係数 再検査相関係数
F 1：表出性攻撃 .82 .81
（.80 / .82） （.77 / .83）
F 2：不表出性攻撃 .78 .75
（.78 /. 78） （.71 / .80）








評定者は中学校教員 16 名 （男性 5 名，女性 11 名） で，調査対象者は中学校 1 年生から 3 年生までの
生徒 495 名 （男子 268 名，女子 227 名） であった．各学年では，1 年生 213 名 （男子 113 名，女子 100 名），
2 年生 137 名 （男子 78 名，女子 59 名），3 年生 145 名 （男子 77 名，女 68 名）であった．
2）質問紙ならびに実施手続き
調査方法は，表出性攻撃，不表出性攻撃の特徴を示した単文をクラス担任教諭に配り，担任クラスの
生徒の中で，各攻撃性の特徴が高い傾向が見られる男女 2 名，低い傾向が見られる男女 2 名，合計 4 名
をノミネートしてもらった．ノミネート用紙に示された単文は，表出性攻撃で「腹を立てやすく，暴力
をふるうことが多い」，不表出性攻撃で「人に敵意を持ちやすい」という記述であった．








に人数，平均得点そして標準偏差を男女別に Table 6 に示した．攻撃性ごとに群（高低）×性の 2 要因分
散分析を行った．その結果，表出性攻撃では，群の主効果が有意であった（それぞれ，F（1, 229）
=47.94, p < .001）．この結果，表出性攻撃の特性が高いと評価された生徒は，その特性が低いと評価さ
れた生徒より有意に高い得点を示したことが認められた．このことから表出性攻撃尺度の基準関連妥当
性の高さが示唆された．
不表出性攻撃では，群の主効果と群と性の交互作用が有意で（F（1, 219）=7.48, p < .01;F（1, 219）
=5.17, p < .05），性の主効果は有意ではなかった（F（1, 219）=3.43, p > .10）．群と性の交互作用が認めら
れたため，単純主効果の検定を行った結果，女子では，高群が低群より有意に高い値を示すことが認め





攻撃性 平均（SD） 歪 度 尖 度
F 1: 表出性攻撃 全体 15.31（3.94） .04 -.37
男子 16.18（3.73） .10 -.43
女子 14.29（3.92） .06 -.44
性差 t（1681）=10.06, p < .001
F 2: 不表出性攻撃 全体 13.72（3.51） .36 .23
男子 13.45（3.52） .40 .24
女子 14.04（3.47） .33 .25
性差 t（1681）= 3.48, p < .05
Table 6.　表出性，不表出性攻撃における高群ならびに低群と指名された生徒の平均得点
F 1 表出性攻撃 F 2 不表出性攻撃
n 高 群 n 低 群 n 高 群 n 低 群
全体 116 14.24（3.45） 117 11.28（3.08） 110 11.99（3.83） 113 10.77（2.82）
男子 56 14.66（3.24） 57 11.52（3.41） 53 11.04（3.58） 56 10.86（3.08）






本研究では , 中学生用攻撃性質問紙の標準化を試みた．その結果 , 妥当性の検討に関して，不表出性
攻撃で，やや課題を残すものの，概ね本尺度は，内的整合性，再現性，因子的妥当性，基準関連妥当性
を備えた質問紙であることが確認された．このことから，本質問紙は高い信頼性と妥当性を有している

























る高い正の相関を示していることから （Poulin & Boivin, 2000a: Poulin & Boivin, 2000b; Vitaro， Gendreau, 
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Relationship between the Pre-performance Routines and
the Effectiveness of these Behaviors in Female College Student-swimmers.
Ayami Miura, Haruka Iwamura
Department of Psychology and Social Welfare, School of Letters,
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya 663-8558, Japan
Abstract
The purpose of the present study was to examine the relationship between the student-swimmers’ 
conscious behaviors right before the race （pre-performance routines） and the effectiveness of these 
behaviors. In study 1, ninety female college student-athletes answered question items regarding the 
effectiveness of pre-performance routines （e.g., “I can gain confidence”, “I can concentrate”, “I feel I want 
to perform well”）. Based on exploratory factor analysis, 18 items were chosen to construct the Effectiveness 
of Pre-Performance Routine Scale （EPPRS）. In study 2, the behaviors of twenty female college student-
swimmers were recorded at swimming championships and each pre-performance routine was specified via 
behavior analysis. Student-swimmers completed the EPPRS and the checklist of conscious behaviors. The 
concordance rates between perceived and actual pre-performance routines were calculated. Results indicated 
that the concordance rate was not correlated with the EPPRS score. We discuss the meaning of pre-
























Performance Routine；以下 PPR と略す）と呼ばれる．PPR は，課題成功に向けた認知・身体的な方略で
あり，課題動作実施前に体系的に行われる，課題に関連した思考や行為の一連のまとまりとして定義さ
れている（Moran, 1996）．先行研究より，PPR を行うことがパフォーマンスを向上させることが明らか
になっているが（Cohn, Rotella, & Lloyd, 1990; Lobmeyer & Wasserman, 1986; Southard, Miracle, & Landwer, 














PPR を行うことがパフォーマンスを向上させること，そして PPR を意識的に行う選手の心理的スキ
ルが高いことをふまえると，正確な（一貫した）PPR を行う選手ほど優れた成績をおさめることが予測











は， PPR の介入プログラムを初心者に実施したうえで，PPR を一定にした影響について参加者から自由
記述による回答を得ているが，個別の感想を列挙するにとどまっている．また，PPR が選手の心理面に
どのような効果をもたらすか（以下，これを PPR 効果とする）に着目した研究もあるが（Jackson & Baker, 




PPR の機能や役割を重視した研究が不足しているという Cotterill et al.（2010）の指摘もふまえ，本研究
では PPR 効果を測定する尺度の開発を試みる．







Hill, & Larkin, 2015），本研究においても閉鎖的スキルに着目することとする．本研究では，研究 1 として，
PPR 効果を測定するための運動競技 PPR 効果尺度の作成を行い，研究 2 ではその尺度を用いて，選手
自身が意識して行っている行動と実際の行動がどの程度合致しているかを行動分析により特定したうえ
で，その合致率と PPR 効果の関連性を検討する．研究 1 ではソフトボール，陸上，剣道の 3 競技をと
りあげ，研究 2 では水泳競技をとりあげる．
PPR を意識的に行う選手ほど心理的スキルが高いことから（仲・帆足，2005），自動化された無意識的
な PPR よりも，意識的に行う PPR の方が，選手の心理面に与える効果が大きいことが予測される．そ








PPR を行うことが運動選手の心理面にどのような効果をもたらすのかを測定する運動競技 PPR 効果
尺度を作成し，その信頼性を検討する．
方　法
調査対象者　女子大学の運動部に所属している 1 ～ 4 年生 90 名を対象に行った．対象者の平均年齢
は 19.91 歳（SD = 1.03），当該運動の平均経験年数は 8.53 年（SD = 2.56）であった．有効回答数は 88 であり，










35 項目のうち，天井効果がみられた 1 項目を除外した 34 項目について主因子法による探索的因子分
析を実施した．分析の結果，固有値 1.0 以上の基準および因子の解釈可能性から 6 因子が抽出された．
そこで 6 因子解を指定し，主因子法プロマックス回転で同様の分析を行い，因子負荷量が .35 未満，も
しくは複数因子に .35 以上負荷している項目を除外しながら分析した．最終的な因子パターンおよび因
子間相関を Table 1 に示す．
第 1 因子は，“自分のプレーを見せようと思う”や“良い成績を残したいと思う”など，これまでの努力
の成果を十分に発揮しようとする前向きな意欲を示す 4 項目により構成されていることから“実力発揮












Table 1　Factor loading in exploratory factor analysis of the Effectiveness of Pre-Performance Routine Scale
F1 F2 F3 F4 F5 F6 h2
F1：実力発揮意欲（α = .86）
33 自分のプレーを見せようと思う .869 －.038 .002 .039 －.044 .045 .765
32 自分の努力の成果を発揮しようと思う .818 －.005 －.037 .072 －.002 －.040 .707
34 良い成績を残したいと思う .702 －.118 －.111 .056 .125 .074 .522
31 気が引き締まる .532 .046 .219 .092 .075 －.051 .585
F2：精神統一（α = .80）
 4 周りが気にならなくなる 　.216 .863 －.025 －.255 .103 －.075 .700
18 スターターや審判の音（声）しか聞こえなくなる －.185 .664 －.234 .166 －.023 .077 .503
 5 練習中の自分になれる －.017 .617 －.028 .177 －.016 .056 .538
27 無心になる －.143 .490 .203 －.013 .050 .241 .388
20 焦りを感じなくなる －.139 .490 .125 .206 .148 －.177 .476
F3：緊張緩和（α＝ .77）
 1 安心することができる －.029 .018 .802 －.058 .027 .197 .547
25 落ち着かない ※ .048 －.080 .671 －.051 －.054 －.080 .459
12 余裕がなくなる ※ －.181 －.150 .628 .107 .137 －.175 .514
 2 集中することができる .148 .229 .624 .066 －.130 .036 .637
F4：肯定的姿勢（α = .90）
19 ポジティブな気持ちになる .099 －.011 .002 .848 －.064 －.034 .752
11 自信が出る .094 .119 .025 .784 －.141 .055 .770
13 勝てるような気がする .135 .042 －.184 .701 .130 .080 .734
24 モチベーションがあがる .064 .220 .044 .619 －.072 －.162 .595
16 気持ちが軽くなる .018 －.200 .179 .593 .300 .075 .663
F5：圧迫からの解放（α = .81）
14 プレッシャーが減る .043 .145 －.116 －.038 .857 .004 .807
15 あがらなくなる .049 .034 .124 －.027 .750 －.032 .646
F6：人物想起（α = .84）
29 顧問（コーチ）や部員の顔が浮かぶ －.061 .011 －.069 .067 .114 .866 .864
30 家族の顔が浮かぶ .100 .053 .072 －.063 －.112 .832 .670
因子間相関　F1 .414 .388   .624 .308 .175
F2 .267 .607 .443 .321









を算出したところ，尺度全体では .90，各下位尺度については .77 ～ .90 となっており，十分な内的整合
性を示しているといえる．
考　察
因子分析の結果から，運動競技 PPR 効果は 6 因子 22 項目によって測定できる可能性が示唆された．
しかし，第 5 因子および第 6 因子は因子を構成する項目がそれぞれ 2 つしか含まれておらず，独立した
因子として解釈するには不十分である．したがって，運動競技 PPR 効果尺度としては，第 1 ～第 4 因
子にあたる“実力発揮意欲”“注意集中”“緊張緩和”“肯定的姿勢”を採用し，以降の分析では 4 因子 18








観察対象者　女子大学の水泳部に所属している 1 ～ 4 年生 20 名を対象に行った．対象者の平均年齢
は 20.10 歳（SD = 1.25），水泳の平均経験年数は 16.95 年（SD = 2.82）であった．
観察実施日および観察場所　2012 年 1 月 21 日～ 22 日までの 2 日間開催された KONAMI OPEN 2012
（西宮市，コナミスポーツクラブ），2012 年 9 月 7 日～ 9 日までの 3 日間開催された日本学生選手権（東














た表現で記述された 4 つの行動リストを照合し，4 名全員によって記録された行動を水泳選手の PPR と
して採用し，これをもとに 33 項目からなる水泳 PPR リストを作成した．合わせて，行動分析の結果に
もとづいて各選手の複数のレースにおける行動の中から「レース直前に毎回必ず行っている行動」を抽出
し，これを当該選手の PPR として特定した．











②運動競技 PPR 効果尺度：研究 1 で作成した尺度で，“実力発揮意欲”4 項目，“注意集中”5 項目，“緊









泳 PPR リストの回答）の合致率を求めた．合致率は，選手本人によって報告された PPR の数を分母，そ
の行動と実際のレースにおいて毎回観察された行動が一致する数を分子として，選手ごとに算出された．
PPR の数の平均は，分母が 15.50（SD = 6.00），分子が 6.35（SD = 3.33）であり，合致率の平均は 43.05％（SD 
= 20.39）であった．合致率は，100％に近いほど選手が意識的に行っている PPR と実際に観察された
PPR が一致している（すなわち意識している PPR を正確に実行できている）ことを示し，最大値が
85.71％，最小値が 12.50％であることから，選手によってかなりのばらつきがあることがわかる．これは，
選手本人がレース前に毎回意識して行っていると思っている行動が，実際のレース前において必ずしも
行われているわけではないことを示している．なお，試合の満足度の平均は 2.47（SD = 1.81）であった．
続いて，上記の PPR の合致率と運動競技 PPR 効果尺度得点（18 項目の合計）との関連をみるために，
これら 2 つの変数について Pearson の積率相関係数を算出した．その結果，合致率と運動競技 PPR 効果
尺度得点との間に有意な相関はみられなかった（r = － .23, p > .10）．これを散布図に示したものが Figure 





PPR の合致率と各選手の水泳経験年数の 2 変数について Pearson の積率相関係数を求めたところ，弱
い正の相関がみられ（r = .43, p <.10），水泳経験が長い選手ほど，レース直前に行う PPR を選手本人が
意識したとおりに正確に行っていることがわかった．PPR効果と満足度についても相関分析を行ったが，
これらの間に有意な相関はみられなかった（r = .02, ns）．続いて，試合の最高成績と PPR との関連につ
いても検討を行った．20 名のうち回答に不備があった 1 名と最高成績が準決勝だった 1 名を除く 18 名
について，最高成績が予選（N = 12）か決勝（N = 6）かで 2 群に分け，PPR の合致率と PPR 効果尺度得点
の平均値を比較した．対応のない t 検定を実施したところ，PPR の合致率（t （16） = 1.156, ns ），PPR 効
果（t （16）<1, ns）ともに 2 群間に有意な差はみられなかった．この結果から，PPR の合致率や PPR 効果
とパフォーマンスとの間には関連がみられないことが明らかになった．





2005），自動化された無意識的な PPR よりも，意識的に行う PPR の方が，選手の心理面に与える効果
が大きいと予測した．そこで，本人が PPR として意識している行動と実際に行っている行動が一致し
ている選手ほど，高い PPR 効果がみられるという仮説を提案し，これを検証したが，仮説を支持する
結果は得られず，水泳競技においては PPR の合致率とは関係なく高い PPR 効果がみられることが明ら
かになった．合わせて，水泳経験が長い選手ほど PPR の合致率が高いこと，PPR 効果と満足度，およ
び PPR の合致率や PPR 効果とパフォーマンスとの間に関連がみられないことも確かめられた．
PPR の合致率と PPR 効果に関連がみられず仮説が支持されなかったことについては，選手の水泳経
験年数の長さという観点から考察できる．今回の研究に参加した選手の平均経験年数は 16.95 年となっ
ており，全員が 10 年以上の競技経験を有していた．対象者が熟練した選手であったことから，PPR が
意識的か自動的かということよりも，これまで練習・試合を問わず常に行ってきた自身の PPR に，選
手が高い信頼をおいていることが評定に影響したと解釈できる．すなわち，PPR に効果があることを経
験的にわかっているために PPR を行うのであり，その PPR が意識的に行われている動作かどうかは，
PPR 効果の評定において選手にとっては重要ではないと考えられる．また，競技経験が長い選手ほど
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Figure 1.　The scatter diagram of the concordancerates between perceived and actual behaviors and 
the Effectiveness of Pre-Performance Routine Scale score.









本研究では，研究 1 として運動選手における PPR 効果を測定するための運動競技 PPR 効果尺度（4 因
子 18 項目）を作成し，研究 2 ではその尺度を用いて，選手自身が意識して行っている行動と実際の行動
がどの程度合致しているかを行動分析により特定したうえで，水泳選手における PPR の合致率と PPR























PPR の合致率と PPR 効果の関連性については，研究から得られた知見を実際のトレーニングやコー
チングに適用していくことを考えた時，選手自身が PPR をどの程度意識して行っているのか，PPR が
意識的であることと無意識的であることがどのようにパフォーマンスに影響しうるのか，また選手自身





み合わせるなど，PPR をより正確に特定する工夫が求められる．合わせて，意識している PPR と実際
の PPR が一致しているかどうかを，量だけでなく質も含めてみていく視点が必要と考えられる．
本研究では，研究 1 の運動競技 PPR 効果尺度作成の際は 3 つの運動部の女子選手を対象とし，研究 2











本論文は，第 2 著者が 2012 年度に武庫川女子大学文学部へ提出した卒業論文のデータを第 1 著者が再分析し，
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The Effects of a Ski Training Program Employing “Buddy Systems” 
on the Skiing Techniques of Women’s University Students  
from the Cooperative Learning’s Viewpoint
Hiroshi Matsumoto, Takumi Nakanishi
Department of Health and Sports Sciences, School of Health and Sports Sciences
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya 663-8558, Japan
Abstract
The purpose of this study was to examine the effects of a ski training program, grounded in the “buddy 
system,” on the skiing techniques of students at a women’s university. A group of twelve students, serving as 
the intervention group, participated in the ski training program using the buddy system, while another group 
of twelve students participated in program lacking the buddy system, as a control group. The measurement of 
skiing techniques （parallel turn, stem turn and wedeln） was conducted during of the ski training program by 
using SIA （Professional Ski Instructors Association of Japan）’s ski test. All skiing techniques were compared 
by unpaired Student's t-Tests, using scores from the SIA’s ski test. The results indicated that the scores of the 
parallel turn and the stem turn differed significantly between the intervention group and the control group. 
These findings suggested that a ski training program employing the buddy system may lead to enhancement 


































































て実施された．実習のスケジュールを Table 1 に示す．
4．バディシステムの内容
実習 2 日目の夜に調査を担当する大学教員が介入群に対して，バディ同士での良い褒め方およびアド












容を記入できるようにした．なお，バディシステムを導入した講習は，3 日目の講習Ⅲから 5 日目の講
習Ⅶまでであった．
Table 1.　スキー実習のスケジュール


















起床 起床 起床 起床 起床
朝食 朝食 朝食 朝食 朝食
講習Ⅰ 講習Ⅲ 講習Ⅴ 講習Ⅶ
講習Ⅸ
（ツアー）







入浴 入浴 入浴 入浴 入浴
夕食 夕食 夕食 夕食 夕食 夕食
開講式




消灯就寝 消灯就寝 消灯就寝 消灯就寝 消灯就寝






















テムターンおよびウェーデルン）を従属変数として，t 検定を行った．以上の統計処理には，IBM SPSS 
Statistics 21 を使用し，統計学的有意水準は 5% 未満とした．
結　果
介入群 12 名（平均年齢 19.7 ± 1.6 歳），非介入群 12 名 （平均年齢 19.4 ± 0.8 歳）を分析の対象とした．
介入群と非介入群とのスキー技術検定得点を比較するために，各スキー技術得点で対応のない t 検定を
Figure 2.　コミュニケーションを促進するためのバディカード




点に有意差が認められた（パラレルターン得点（t （1, 22） =2.37, p < 0.05），シュテムターン得点（t （1, 22） 
=4.92, p < 0.01））．ウェーデルン得点に有意差は認められなかった（t （1, 22） =0.99, n.s.）．
Table 2.　介入群および非介入群のスキー技術テスト得点各平均値と t 検定の結果
介入群（n ＝ 12） 非介入群（n ＝ 12）
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 有意差
パラレルターン 73.92 1.68 72.58 0.99 *
シュテムターン 72.92 1.31 70.67 0.88 **
ウェーデルン 73.08 0.99 72.58 1.44 n.s.
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The Changes in Sports Facilities and the Cultural Representation of Nara Park:
From “Modernization” to Building the “Nara Brand”
Masashi Watanabe
Department of Health and Sports Science, Mukogawa Women’s University
Abstract
Nara Park is located in Nara Prefecture in Japan and represents an image of the ancient capital of Nara.
This study discusses changes that were made to the sports facilities constructed in the park and the change 
of the image of Nara Park.
Nara Park was created in 1880 and was affected by a conflict between changes in the times, which require 
the development of up-to-date facilities, and the park’s ability to serve as a sightseeing attraction, which 
requires the preservation of its scenery. In 1910, an athletics stadium, tennis courts, and a baseball field were 
built. In 1928, a swimming pool was constructed and a comprehensive sports facility was added, which gave 
Nara Park a complete sporting site. Nara Park is set on land that was formerly a temple but, once the sports 
facility was created, it became a “modern” public park.
In 1988, the “Nara Silkroad Exposition” was held there. For this event, permission was given to eliminate 
the “modern” elements, which referred to the sports park, and to preserve it as an authentic “ancient city.” 
Consequently, all of the sports facilities were removed.
Through the expulsion of “modern” elements, the differences between “modern” and “the Ancient Capital 































































































































的を兼ね南北直径 170 間，総面積 1 万 5
千坪…，13 万 5 千人を収容可能な我が国
第一の大運動場とする．」
「場内を大中小及び丸型の 4 運動場に区画を分け，大運




ために設け周回 81 間，競争路面の幅は共に 5 間とする．空
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11 月 21 日には開場式及び祝賀運動会が挙行された．工事
報告によれば「域内 16445 坪の内，東西 65 間，南北 125 間，
平面 8125 坪」を整地，「大中小のコースを設け，大は円周
300 間，中は 133 間，小は 60 間」，他にテニスコート，ベー
スボールグラウンド，5 段の観覧席，浴場付きの選手控室
を設け，外周には松桜楓を植樹した 25）（図 5）．






1925（大正 14）年 4 月には，運動場東部を拡張（1225 坪），
庭球場として硬式 1 面，軟式 2 面の 3 コートを設けた 26）．
こうした施設拡充の背景には，大正期における公衆衛生概念の広がりとともに，国民の健康を維持する
ための施設として，スポーツ施設が国家的な枠組みの中で認識されるようになり，公園行政にも「体力
は国力」と見る国家的理念が反映していた 27）．「多年の懸案」（県）とされていた水泳場は 1928（昭和 3）
年に「御大典記念事業」として進捗することとなり，春日野運動場に隣接する三社池が選ばれ，翌 29 年
5 月 19 日に竣工した．敷地総面積 3300㎡のなかに競泳，高飛込，水球のできる 50m プール（水深 1.15
～ 4m）と子ども用プール（150㎡），木造家屋脱衣所が設置された．さらに，水泳場の南側にはブランコ，






1939（昭和 14）年には，紀元 2600 年奉祝事業として春日野運動場付近に山桜 100 本，水泳場の一角に














（昭和 20）年 6 月には食糧増産のため春日野
運動場が開墾され，蔬菜畑に転じた一時期も
あった 29）．


















































































































＊図 2 ～ 7，図 9 はいずれも著者蔵．一部を抜粋．
 1） 奈良県土マネジメント部まちづくり推進局奈良公園室，奈良公園情報サイト「奈良公園・Quick Guide」，http://
nara-park.com/about.html，閲覧日 2016 年 9 月 7 日．
 2） 文化庁文化遺産リスト，古都奈良の文化財，http://bunka.nii.ac.jp/special_content/hlink7，閲覧日 2016 年 9 月 7 日．
 3） 奈良県土マネジメント部まちづくり推進局奈良公園室，閲覧日 2016 年 9 月 7 日．




 5） 奈良公園史編集委員会『奈良公園史』奈良県：奈良，pp. 93（1982）
 6） 白幡洋三郎『近代都市公園史の研究：欧化の系譜』思文閣出版：京都，p.180-181（1995）
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京新聞」2015 年 6 月 11 日）






















36） 1875 年に東大寺の「勅封宝物」は内務省へ移管，すなわち召し上げられた．法隆寺は 1878 年に宝物 322 点を献
納し 1 万円の下賜金を受けとった．
37） 木下直之『美術という見世物』平凡社：東京（1993）
38） 奈良県土マネジメント部まちづくり推進局奈良公園室，http://nara-park.com/about.html，閲覧日 2016 年 9 月 7 日．
39） 「だいき」．現在の近畿日本鉄道（近鉄）の直系母体にあたる私鉄会社「大阪電気軌道」の略称．当時このように呼
ばれていた．
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2016 年 1 月～ 2016 年 12 月






･ バファローズ 2 軍をモデルケースとし，2015 年
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7 ．審　　査　 　紀要委員会は 1 投稿論文につき，原則 2 名の査読者に審査を依頼する．査読者は論
文の総合評価について，掲載の可否の判断及び審査意見を付する．論文の採否は査読者
の評価を参考に紀要委員会が決定する．
8 ．そ の 他
　　　　　　　ａ）提出期限を過ぎた原稿は，その理由を問わず，これを受理しない．
　　　　　　　ｂ） 著者の校正は原則として 2 校までとする．校正に際しては，印刷上の誤り以外の字
句の訂正，挿入，および削除は，原則として認めない．







1） 原稿は原則として写植方式で作成する．すなわち，原稿の 1 枚がそのまま刷り上がりの 1 頁とな
るよう，図や表，写真なども，著者自身がアレンジして，原稿の中に組み込みいれておく．














5）緒言，方法，結果，考察，謝辞及び文献などの大見出しは 2  行取りとする．
6）原稿はワープロを用いて以下の要領で打つ．
i）和文原稿では　　人文・社会科学編の場合　　　　　　 1 頁 46 字× 45 行　 1 段
　　　　　　　　　ただし，縦書きが認められた場合　　 1 頁 32 字× 31 行　 2 段
　　　　　　　　　自然科学編の場合　　　　　　　　　 1 頁 22 字× 45 行　 2 段
ii） 欧文原稿では　　人文・社会科学編の場合　　　　　　 1 頁 96 字前後× 45 行　 1 段
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⒜　雑誌の場合
1 ．著者名，2 ．誌名（欧文誌名はイタリック），3 巻（和欧ともゴシック）（号），4 ．ページ（始
め－終わり）， 5 ．発行年次
なお，号と発行年次には（　）をつける．
［例］3） Mukogawa, H., Nishinomiya, S. and Mukogawa, T., J. Biochem., 57, 456-461（1994）
 　　8）武庫川花子，武庫川太郎，栄養誌，40，1213-1215（1993）
⒝　単行本の場合
1 ．著者名， 2 ．書名（欧文書名はイタリック）， 3 ．発行所と発行場所（初版の場合は，第　
版は記さない）， 4 ．ページ（始め－終わり）， 5 ．発行年次（　）をつける．
［例］12） Epstein, E., Mineral Nutrition of Plant, John Wiley and Sons. Inc., New York, pp.187-205
（1986）
15） Geddes, R., in The Polysaccharides, ed. by Aspinall, G.O., Academic Press, London, vol. 3, 
pp.283-336（1985）
17）小林　悟，実験医学，共立出版，東京，vol. 1，pp.51-63（1987）















　例）5 ／ 8（ 8 頁の原稿の 5 頁目）
　2）細則によることが著しく困難である場合は，著者の所属する学会の方式に従っても差し支えない．
　3） 原稿は正本一部，副本二部に USB メモリーまたは CD を添え，必要事項を記入した投稿申込書
とともに提出する．
































16  P　Cent. 頭のみ  Cap.
14  P　Cent. 頭のみ  Cap.
12  P　Cent. 頭のみ  Cap.
10.5  P　Cent.  Boldface
09  P　並体
16  P　Cent.（頭のみ  Cap.）
14  P　Cent.（頭のみ  Cap.）











10.5  P 並体











　　　　Capital  Italic  Capital 
　　　　Small  Capital  Gothic  Italic 
　　　　Italic  Githic  Capital 
　　　　Gothic 
本文は句読点にする．
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